
 

第62回全日本学校歯科保健優良校表彰（令和5年度）実施要項 

名  称：全日本学校歯科保健優良校表彰 
主  催：公益社団法人日本学校歯科医会、公益財団法人日本学校保健会（予定） 
後  援：文部科学省（予定）、公益社団法人日本歯科医師会（予定） 
目  的：文部科学省の学校歯科保健参考資料「『生きる力』をはぐくむ学校での歯・口の健康づくり」の

理念に基づき、学校教育目標の具現化を目指した活動を推進し、全国的に範とするに足る成果を

挙げた学校の表彰を行い、もって幼児・児童生徒の歯・口の健康づくりの目的達成を図るととも

に、「食」などの基本的生活習慣の形成や心の健康づくり等を目指した確かな健康観の育成に資

することを目的とする。 
 
表彰式の期日及び場所 
 令和５年１０月１９日（木）第87回全国学校歯科保健研究大会（大阪府）の式典 

 
表彰の対象 
 国公私立の幼稚園(幼稚園型及び幼保連携型認定こども園を含む )、小学校、義務教育学校、中学校、

中等教育学校、高等学校、特別支援学校 

 
推薦の方法 
１．日本学校歯科医会加盟団体は、各都道府県、指定都市の教育委員会等と協議の上、当該都道府県並びに

指定都市の学校（園）の中から、歯・口の健康づくり計画を立案し、実践を継続し、成果を上げた学校（園）

で、今後の学校歯科保健活動に有為となる学校（園）を選定し本会へ推薦する。 
２．各都道府県、指定都市ごとの被表彰候補校の推薦校数は、幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支

援学校の５校種から３校（園）を推薦できるものとし、これに本会会員数により推薦校数を増加する。 
なお、できるだけ同一の校種から推薦が重複していないことが望ましい。 

３．加盟団体は、できるだけ実地審査をした上で推薦することが望ましい。 
４．本会の当事業の審査委員会では、歯・口腔の健康診断結果の数値よりも学校における保健教育、保健管

理並びに組織活動の実態を総合的に評価するので、学校を推薦される際は配慮すること。 
５．合併後の学校（園）の推薦については、合併後２年を経過していること。 
６．中等教育学校については、前期・後期の教育課程ごとに中学校・高等学校の調査票を用いて推薦するこ

とができるものとする。 
７．義務教育学校については、教育課程ごとに小学校・中学校の調査票を用いて推薦することができるもの

とする。 

 

審査の方法 
１．日本学校歯科医会は、全日本学校歯科保健優良校表彰審査委員会を設けて選考を行い、各校種ごとに表

彰順序の上位から優秀賞、日本学校歯科医会会長賞、日本歯科医師会会長賞、奨励賞に該当する学校（園）

を選考し、決定する。 
２．行政または各種団体が実施する学校保健に関する全国規模の調査研究事業の対象校で事業指定期間中の

学校については、奨励賞のみの選考対象とし、優秀賞、日本学校歯科医会会長賞、日本歯科医師会会長賞

への選考の対象にはしない。 
３．優秀賞の候補校（園）は、日本学校歯科医会による実地審査を８月末～９月上旬（土日を除く）に行う。 
４．審査委員会の構成、審査の基準は別に定める。 
 
表  彰 
１．優秀賞は幼稚園・中学校・高等学校・特別支援学校は各１校ずつとし、小学校は３校とする。 
２．実地審査の結果をもって優秀賞の学校（園）を文部科学大臣賞に決定する。 
 
選考の基準 
１．選考の基準は別に定める。 
締切日：令和５年７月１９日（水）までに（公社）日本学校歯科医会へ必着のこと 


